
第 90 期 決 算 公 告
平成 24年 12月３日 東京都大田区南蒲田一丁目21番12号

日本防ù工業株式会社
取締役社長 中村 泰造

貸借対照表の要旨 (平成24年９月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 3,488 流 動 負 債 1,491
固 定 資 産 567 固 定 負 債 384

有形固定資産 243 株 主 資 本 2,165
無形固定資産 15 資 本 金 144
投資その他の資産 308 資 本 剰 余 金 125

利 益 剰 余 金 1,969
利 益 準 備 金 36
その他利益剰余金 1,933
(うち当期純利益) (231)
自 己 株 式 �72
評価・換算差額等 13

資 産 合 計 4,055 負債・純資産合計 4,055
~ 1．有形固定資産の減価償却累計額 837百万円

2．１株当りの当期純利益 169円11銭

第 14 期 決 算 公 告
平成 24年 12月４日

熊本県熊本市中央区帯山三丁目３番１号
株式会社早稲田スクール
代表取締役 向田 敬二

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(平成24年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 375,803 流 動 負 債 557,506
固 定 資 産 1,699,459 固 定 負 債 641,986
繰 延 資 産 2,458 株 主 資 本 878,228

資 本 金 100,000
資 本 剰 余 金 1,760
その他資本剰余金 1,760
利 益 剰 余 金 920,468
利 益 準 備 金 790
その他利益剰余金 919,678
(うち当期純利益) (146,940)
自 己 株 式 �144,000

資 産 合 計 2,077,721 負債・純資産合計 2,077,721

平成™›年˜™月›日 火曜日 (号外第™�™号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
法
人
は
、
平
成
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
開
催
の
社

員
総
会
の
決
議
並
び
に
埼
玉
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
、
平

成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て
解
散
し
た
の
で
、
当

法
人
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平

成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内

に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と

き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

埼
玉
県
所
沢
市
小
手
指
町
一
丁
目
二
九
番
地
の
一
七

医
療
法
人
恵
江
気
会

清
算
人

矢
部

京
子

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
三
日
開
催
の
臨

時
総
会
の
決
議
並
び
に
福
井
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
平
成

二
十
四
年
十
月
二
十
三
日
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債

権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四

年
十
一
月
二
十
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算

か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

福
井
県
大
野
市
下
黒
谷
第
八
号
一
七
番
地

下
黒
谷
生
産
森
林
組
合

清
算
人

長
谷
川
誠
一

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
六
日
愛
知
県
知
事

の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年
十
一
月

二
十
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

愛
知
県
み
よ
し
市
黒
笹
町
唐
沢
三
五
番
地
一

三
好
ヶ
丘
第
三
特
定
土
地
区
画
整
理
組
合

清
算
人
代
表

加
納

桂

解
散
公
告
（
第
三
回
）

当
組
合
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
高
槻
市
長

の
認
可
に
よ
り
解
散
し
た
の
で
、
当
組
合
に
債
権
を
有
す

る
者
は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載
（
平
成
二
十
四
年
十
一
月

三
十
日
）の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

大
阪
府
高
槻
市
紺
屋
町
一
番
一
号

高
槻
市
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
東
土
地
区
画
整
理
組
合

清
算
人
代
表

学
校
法
人
関
西
大
学

理
事
長

池
内

啓
三

配
当
公
告

富
山
県
魚
津
市
持
光
寺
一
〇
九
一
番
地
の
七

破
産
者

株
式
会
社
ク
ボ
タ
マ
シ
ン

右
の
者
に
対
す
る
富
山
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
四
年

（
フ
）第
一
一
三
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
二
六
八
、
二
二
七
、
七
六
〇
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
五
一
、
四
九
五
、
七
一
七
円

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

富
山
市
本
町
七
番
七
号
沖
田
ビ
ル
三
階

破
産
管
財
人

弁
護
士

高
野

由
雄

配
当
公
告

愛
知
県
豊
川
市
小
田
渕
町
卯
足
二
二
番
地
エ
ル
デ
ィ

ム
小
田
渕
一
〇
二
、
住
民
票
上
の
住
所
愛
知
県
豊
川

市
三
蔵
子
町
北
野
二
五
番
地
の
二破

産
者

片
岡

立
充

右
の
者
に
対
す
る
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
平
成

二
十
四
年
（
フ
）
第
五
二
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行

う
の
で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
の
総
額

金
五
三
、
八
六
〇
、
九
二
六
円

一
、
配
当
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
五
、
三
四
六
、
七
七
四
円

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

愛
知
県
豊
川
市
中
央
通
二
e

一
三
豊
川
中
央
通
り

ビ
ル
二
〇
一
号

破
産
管
財
人

石
田

啓
二

配
当
公
告

滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
大
字
上
野
田
一
一
九
番
地

破
産
者

日
野
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

（
旧
商
号

日
野
薬
品
工
業
株
式
会
社
）

右
の
者
に
対
す
る
大
津
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
四
年

（
フ
）第
一
二
七
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

優
先
的
破
産
債
権

金
三
六
一
、
四
七
八
、
五
四
三
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
七
二
、
〇
四
四
、
二
六
〇
円

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

滋
賀
県
大
津
市
梅
林
一
丁
目
三
番
一
〇
号
滋
賀
ビ

ル
八
階
大
津
総
合
法
律
事
務
所

破
産
管
財
人

弁
護
士

野
嶋

直

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
札
幌
市
白
石
区
菊
水
一
条
一
丁
目
三
番
地
、
最

後
の
住
所
札
幌
市
豊
平
区
西
岡
四
条
一
三
丁
目
一
〇

番
一
三
号

被
相
続
人

亡

松
原

健
策

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
二
七
丁
目
一
番
七
e

三
〇

二
号
、
事
務
所
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
一
四
丁
目

三
番
地
二
八
Ｓ
Ｓ
Ｔ
ビ
ル
二
階

相
続
財
産
管
理
人

蛭
田
清
樹
郎

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村
大
字
土
屋
一
九
八
〇
番

地
一
四
七
、
最
後
の
住
所
茨
城
県
稲
敷
郡
阿
見
町
南

平
台
三
丁
目
一
九
番
地
一
六

被
相
続
人

亡

川

之
毅

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

茨
城
県
土
浦
市
文
京
町
一
番
九
号
吉
原
ビ
ル
二
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

徳
田

祐
介

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
目
黒
区
東
が
丘
二
丁
目
二
三
番
地
、
最

後
の
住
所
千
葉
県
い
す
み
市
深
堀
一
七
五
一
番
地
二

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
大
原
四
一
六

被
相
続
人

亡

河
合

和
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
四
日

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
あ
す
み
が
丘
四
丁
目
一
番
地

一
一

相
続
財
産
管
理
人

鶴
岡

準
浩
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